
取組事例 高度無線環境整備推進事業を活用した光ファイバ等電気通信設備
整備による情報通信環境の向上 （音更町）

音更町では、農村地域の情報通信基盤を整備し、光ファイバーによる高速通信を可能とすることで、町
民生活の利便性向上、産業の振興、企業誘致、教育環境の向上、感染症対策など、地域の活性化推進
を目指している。
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光回線サービス説明会の実施

〇主な取組
農村部に居住している方や農協職員

を対象に、光回線サービスの整備内
容と加入方法について、説明会を実
施した。広報誌と併せて案内チラシ
を配布するとともに、ホームページ
による内容周知を行った。
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光ファイバー整備率（世帯カバー率）の状況

取組事例 町民生活の利便性向上

光ファイバー
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取組の推進体制

町とNTT東日本の連携による民設民営方式の事業を実施。事
業者は、既存の光回線サービスの提供を通じて光回線の敷設箇
所を把握していることから、取組を効果的に推進。

令和３年度実績で光ファイバー整備率１００％を達成

〇主な取組
町内で光回線サービスが未提供となっ

ている地域において、整備が必要な箇
所を早急に把握するために、光回線
サービス事前申込書により、利用希望
世帯数や利用希望回線数などを調査し、
通信可能エリアを確定した。

〇主な成果
光回線サービス説明会を11回行い、

301人の参加者があった。

〇主な成果
光回線利用希望の604世帯全てにおい

て光回線が利用可能な整備状況となった。

高速通信可能エリアの拡大


